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北海道中部・南束部におけるコムクドリと  

ムクドリの生息状況  
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摘  要   

19碓～1g97年び）ヰ月下句～柱月F旬（高襟帯地では7月卜旬）に北海箪中部・南東部の  

粛査路4611か所でコムクドリとムクドリの牛息状況を調べた。コムクドリとムタドリの生息  

環境は㌣に農耕轍城で，一部住宅地も含み，二れら2種の分布が重なる傾向が見られたむ  

コムタドリは，しjずれのタイプの森林でも観察きれず，出現率は農耕地・林で19％，農耕  

地で20‰，住宅地で1・・i％であった。ムクドリは′，森林では落葉広葉樹林だけで観察された  

が，出現率は3粘土低く，それ以外鼠）環境における出現率は農耕地・林受39乙，農耕堆碑‰  

住宅地2ユ％であった。両種とも嘩離POn】甘ドに分布していた。調査路2km当りの観察個体  

数（平均値±SI〕）は，コムクドJでは農耕地・林ししこ弓士け．7羽，農耕地（1．3⊥（し9羽，住宅地  

ル1十（）．9乱 ムクドリでは落葉広葉磯林1）．1±り．4ミ臥 農耕地・林0．7二2．8羽，農耕地1．n二  

2．2羽，住宅地い．3＋∩．9羽であった。農耕地で（セコムクドリβj力がムタドlヲより少なかった  

が，農耕地・林と住宅地では両種の生息状況に遠いがなかった。  

キーワード：コムクドリ，ムクドリ，北海道，分私 生息環境  

最近ムクドリは郡市など一部で越冬する．上うになっ  

ている。こ♂フ2穫は樹洞に官果するため営巣に適し  

た樹洞がある高木が生育する環境を必蜜とするが，  

i■こに生息しているのは〕ド野郎で，山地の森林にはほ  

とんど牛息し憩い府昏睡1965）。両種の間にはムク  

ドリぴ）芳がやや大きいという形態的な速いがあるは  

緒  

コムタドリ鼠廟紬ゞ か鵜妙油壷とムタドリ．ざ．  

正昭預れ駆は北海道で夏鳥で，」ムグドリは4月ド旬  

～5什⊥句に，ムクドリは3月卜旬に渡米し，川月中  

娼までには北海道から津去するが（藤巻・将本1987），  
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か，生態にも達し】があると考えられるが，これまで  

両種の生息環境については，断片的な観察記録にも  

とずいて記述されており，定量的に示すような研究  

は行われていなし－。   

この論文では，北海道小邦・南東部眈広い範囲に  

わたり，繁殖期におけるコムクドリヒムタドリ2極  

の隼息状況につしゝて調べ，分布を明らかにする′とと  

もに，生息環境の特徴を量的に示した。  

調査地および調査方法   

調査地は十勝地方と釧路地方を中心に上限振地方  
北帝都，石狩地方襲部， 

部，上狛他方向部一網走地方南部で，標高で抜海岸  

部から標高1，鋸Omまでの範囲である。空知地方南東  

部と上‖地方南部は夕張山系，H高地万と十勝抱月  

の境界部はし†高山乳十勝地方北都と上川地方南東  
部は大雪山系，釧路地方北部は雌阿寒岳などの‥l地，  

十勝地方と釧路他ルカ境界部は標高の低い白糠丘陵  
である。それ以外の部分は平野部である。山地はお  

もに森林で，上述のrr「系の‥JJ頁不†近はハイマツ林な  

どの高山植生である。平野部の大部分は都市や農耕  

地となっており，これらの環境やまとまって樹木が  

あるのは公園，神社や寺の境内，農耕地内残存林，  

防風林などである。   

5万分の1の地形図を縦棒それぞれ4区分した区  

画（約5X51爪）を設定し，このうち407区画で調査し  

た。各区画に、21抑の調香路を1か所設けたが，同じ区  

画に森林と農耕地といった異なる環境がある場合に  
は，それぞれの環境に調査路を1か所づつ設けた場合  

もあるので，全調査路数闇調凄区画数より多く46t）で  

ある．調査は，1976へ一1997年の4月下旬～6日下旬  

（ただし 高標高地‾Pは7月下旬まで）に行っくた。  

調査期間はなかり長期にわたっているが，この軌  

都市周辺で住宅地が広がったこと，山間部にダム湖  

ができたこと，幼齢人⊥林の樹木が高くなっ、たこと  

以外に，著しい環境変化はなかった。   

調査では，夜明けから8時ころまでの間に粛童顔  

を約2km／時で歩きながら片側部面，計100巾の幅に  

出現するコムクドリヒムクドリの個体数を数えた。  

同じ調査酪で2回以ト調宜した場合には，個体数の  

多い方をその謂杢路の結果とした。また，観察幅外  

で観察さ斎tた場斜こは，個体数には含めなかったが，  

その調査路のある区画に生息するとしたB   

調資格♂き環境をハイマツ鵜常練針葉樹林（常緑針  

発願の人工林も言含む），針広混交楓落葉広葉樹格  

カラマヅ人工林，顔耕酸・林（現勢終ぞいの額堵の謝  

％以上が1～2列の防原林場外の柿の場合），農耕地  

（一部河川敷ぬ草地も営む）★軽電地（観要路漁刷ヱ公  

園など墳緑地があ番場命くもあ∫る）のβつに阿鼻した欄  

生息環境即・標高別の親告せによる各級目ごと旺，  

調査路線数に対するムタドリ2療が担壊した調変格  

数の割合を百分率懲示した′もぬを．それぞ軌、の垣の  

出現率とLたp  

結  果   

1㌻．分  布   

コムクド1J，ムタドリの2簡くとぇも好もに平野部に  

分布しているが（F主節1，乱調藩路46翫、所めj恵，  

コムクドリが観察ぎれたのは4ミ抽ゝ所（1甥㌫」凋げ  

りが観察きれた∧の那8か所（げ％）で，後者の観察ジさ  

れた調査磯数♂〕万感豪勢か－〕た（Fi官鹿㌻の正確確率検  

定，Ⅰ）く（）．01，両側検定う。また，コムクドリだ柑感ぎ  

観察されたのは23か所（5％）蓼ムクドリだlナが観察  

されたのは50か所（1摘鉦，衰潅が患庵ほ儀磨療灘虎  

㌘）は2ぢか所（6％）であっ、たむなお，前述のよ蔓、に  

調査期間中にダム湖の出現嶽どの礪塵変化があつた  

区画があるが，その区画全域の環境が賛弛した飼は  

ないので，F庭1，．2に重した分布図那作成にあたっ  

ては調査期間中の環境琴錦′を考際してい奪い劉   
生息環境別にコムクドリの出漁率を料盗腋仁森林  

でiまいずれのタイプでも観衆、きれず，農耕均・林l  

農称軌住宅地ではそれぞれ欺汎1J喝であった  

けablel）。農耕地・林と農耕地の聞で出現率に塞が  

をかつなので（Fiぉの正確確率橡鼠、P＞0．拓i蘭  

伽検定），これらをまとめ，森楓抜毛鳩との閣で出  

現率乳比較すると．これら三㌢の畷壁間で庖遮凋率  

は有意な違いがぁられを（廠2検定，、ガ3＝41．軍閥，df＝  

∴ ノ■・lりり㌧   

ムクドリは森林¢ううち落葉広葉樹林以外では観察 

されず，出現率は，落葉広漠横棒で鱒ず灘牒撃禦韓  

耕地・撫で23‰，陸耕地や：賂‰住宅地で飢％であ  

った（Table2）、Uムタドリ声芳囁寮きれた常襲広葉樹  

林2か㈲ま，河川敷の林と鼻覇他に按する藤林であ 

った。農耕地・林と農耕地め問で西域率jざ藻あ芸疎か   
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りた勇で妄Fisberα）正確蹄率検定，．ガ＞r＝札両側検  

齢：，これらをまとめ，森林，住宅地との間で出現率  

を比較すると，コグムドリの場合と同様にこれら三  

つの穣境周怒は出現率に有意な遅いがみられた（∬ど検  

定，ダ旦ニ4軋声常2，df＝㌔ダ現川1）。   

ムクドリ2種が出現した碍はほどんど農耕地・林，  

農耕娘，住宅地の＄環腰なのや，これらそれぞれの  

環境に＃モブ啓開種の州税率を比挺すると，農耕地では  

コム舜ドリ汐う瑚現勢ま2蟻で，ムグドリの出現率36％  

よ′り低かったが肌sher頂】仁確確率検私♪′、く8．自1r  

両側横道）∴農耕地・林と住宅地でほ両瓶む出現率は  

それぞれに19；23％と14。2ユ登で，舞が認められ塚  

かった（Fisll訂の正確確率検定，戸二ゝ0．（）5，両側検  

定）。 

2種〝．）分布♂）頃似性を示すDa窓nelラe：（19卿汐）点  

相関係数川、林1995）は，袋耕地・林では0．望乳  

農耕地で†＝ボ，住宅地でIl．7拐で慮った。す如〕ち，  

3囁矧こおけろま穫¢う分布甘いずれも垂摩している  

が，その程度は伴宅地で高く，馬耕地で低しにとを  

刀ミしている。  

Tすblel．¢ceurrencer畠1岳S（（ト路 d†tFan銀色ts∴5U「V呼号d）XlO（〕）of  

5fwn膵p侶J′pP跡地那d nしJmber o‡細れS琴CtS5uγVeyed（fjg、ureSim paren軌露ゎ）in d椚e帽nt  
hab雨ts∂nd al佃udeちinceれl甑Iand閉山t楠as脚n HokkaidGdurrnglg76－1g97 
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コムクドリの出現率を標高別にみると，農耕地・  

林と農耕酌では，1抑11以卜で盛％，＝＝へ」廿日汀で15  

‰2（）卜し3州ⅠⅥで11％，3け1～4榊血で21％，4nlnl以  

卜でf）％で．各標高帯間の差は有意ではなかった（．l′2  

検定，ユ・25．4t）5，df二：与，㍗＞り．く）5）。住宅地でほ，  

川Onり沈下だけで観察されたゎムクドリ明H税率は，  

農耕地・林と農耕地で払1nOm以下で4n％，1〔）1～ヱゎー）  

lコlで25チ電，2nl～こ帥（）111で11％，301～400mで32％，  

4（）1nl以卜で09云で，符牒高帯間で有意な弄がみら磨L  

た化し14．鮒4，（tf＝3，Pくし＝J】）。また，住宅地で  

はゴムクドl川〕場合と同様に100nl、以下だけで観察さ  

れた七な・お，こプムタド【ブが観察された最高標高ほ農  

耕地では3錮1恥 ムタドリでは農耕地では35nTnであ  

、←－、  

2．生息数   

コムクド■川）2k【ll当り『）観察個体数は，0～5羽で，  

観察きれた魔合で：土1～3羽の例が多かった。、ド均  

観察個体数（±SI〕，以下同機）は，農耕地・梓で（1Jj＋  

り．7親（n＝111），農耕地でり．3⊥（j．9羽（111盟㌧ 住  

宅地で（）＿4±わ．9羽（Tl14）で，3環堵間で有意な荒  

は認められなかった（KruskalWallisの検定，H＝  

（）．】56，P＞り．（）5）。ムクドリ抑剥血当りぴ）観察何体数  

は，0～26羽で，観察され、た場合では利ょり1～3  

羽の例が多かったが，1〔刷以上の群れが見られるこ  

ともあった。この・上うな群れは，農耕地で採糾して  

ることが多か一ノた。平均観察個体数は∴篠棄広葉樹  

林で0．1二0．瑚拍ト75），農耕鞭・林でい．7±3．日羽  

（n＝I】l），農耕地で1．り十2．綱川1＝132），住宅地で  

0．3」」）．9羽（工114〕で，3環境閏で白■意な差が認めら  

れた（lト12．軋8，♪く0．01㌔二次にそれぞれの生息  

確境別にZ種の観察個体数を比べると，農耕地では  

＝り入クドリよりムクドリの方が多かったが抽knr】  

ⅥrhitIle〉・のU検鼠 zこ日．脚け払 P＜0．（】1），農耕  

地・林と住宅地では2■障の観察個体数に有意な違い  

はなかった腰耕地・林z＝：i．614，住宅地7＝  

t）．新札 いづれもタ＞り．05）。  

考  案   

」ムクドリとムグドリは二iミに農耕地▲林，農耕地，  

住宅地で観察さ諒l．，山地の森林ぞは観察されす，ム  

ツドリが平野稀の河＝敷や農耕地に接する落葉広葉  

樹林でわずがに観察されただけであった。このよう   

に2種が観察された環境はイ以ており，2程の間では  

分布が重なる傾向が謎められた。これは，繁殖期に  

これら2樺の間には営巣場所をめぐる磯争があるも  

のの（小笠原1976），営巣場所が類似してL・滝概め  

と考えられる。   

これまでの北海道における調査でも，コムグドリ  

とムダドリが顎察されているのは農耕地や住宅地，  

抑Il敢であるぐ藤巻1967，19軋1粥1，1閑4，1鞭軌  

199・ノ1，1995，藤巻■戸田1別H，穴田・藤巻19軋  

伊掛藤巻19gd）。ただし，コムタドリとムクドリ  

とでは生息状況がやや異なり，今回の調査でもムク  

ドリの出確率や観察個体数七も農耕地では他の生息  
環境におけるより大きく，またコムクドリより大き  

かった。農耕地ではムクドリが主要種になることむ  

あるが（藤巻1払拭 コムクドリは林の′ない農耕地  

や水田では非常に少ない（藤巻 柑95）。農耕地でム  

クドリがコムクドリより多いのは，前者が畑や牧草  

地で採節するのに対し，後者は地Lより樹ヒで採餌  

することが多く（八tlSli11＆Kt汀（〕da195：う），農耕地域  

では樹木のあるところに主に生息してし－るためであ  

二■ －   

＝りぅクドリとムクドリは住宅地にもコこ息していた℃  

帯広苗では2鍾とも生息数♭ま農耕地における～たり少  

ないが，住軍密漁姐御阻酢椎宅地も生息環境とな  

っており（藤巻・′パ田19飢），本州中部で庵住宅地  

で緊縛している（羽田・牛【rJl、兆6）。今也の調査で  

は住宅地における2機の生息状況には適いが見られ  

なかったが，満広巾の都心部から郊外の農耕確にか  

けて調沓した例では，2稀の牡息状況は異なってい  

た。すなわち，公園を除くと全般にコムクドリの＝  

税率はムクドリに比ぺて低く，緑被率が低くなるに  

Lたがづて低くなったが，ムクドリは主廣衛になる  

場合もあり，出現率め増械は緑被率にあまり影響き  

れなかった（藤巻19択，藤巻・戸州19机，矧1卜  

藤巻19別，伊藤・藤巻199け）。今回2種の閤にこ  

のょうな遠いが見られなかった且）iム 住宅地におけ  

る調査路数が少なかったことによるかもLれなし）。   

・九 コムタドリとムタドリは，森林では今回の  

調査結果と同様にほどんど出現しておらず（黒田ぼ  

か197し正宵1976，藤巻ほか1979，1㌔jiTlはki  

＆HHくalキ7a1982，小林・藤巻19軋lい川・藤巻  

Ⅰ！）85，Ftljilllakす日日札19継，鈴木19S6，療巻・佐  

－ エトー   
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藤19釘，鈴木ほか19関，藤巻・黒沢1！柑4），ム  

クドリが平野部の森林（鈴木ほか1983），住宅地．  

農耕地，湿原に持する林（阿部ほか1970，橋本  

1975）藤巻1舶0）で観察きれたはかは，針広混交  

林で邑月にわずかに観察きれたことがあるくらいで  
ある（藤巻1970）ら北海道から九州にかけて63か所  

の森林におむナる諸査によると，コムタドリの出現率  

は落辛広葉樹林で22％，経木林で13％，針葉樹林で  

6‰ ムクドリの出現率はそれぞれ17，27，24％で  

あった（金井ほか】99ボ）。コムクドリトま本州北部以  

北で繁殖するのに対し博境け1′97軋ムクドリは  

ほぼ口本全域で繁殖するのでコムクドリとムクドリ  
の出現率を比較できず，またこの潜架には一部北海  

道胡森林を、含むので碍られた値をそのま凄今回の結  

果と比較できないが，北海道以外では両種とも森林  

における出現率が今回の結果より高し1ことがうかが  

える。Anstin＆Ruro血（1953）は，コムグドリはも  

っばら落葉広葉樹林と針広混交林に填息すると述べ  
ており，B摘Zil（i9gけも，本州では農耕地のほか落  

葉広要樹や針広混交の疎林もコムクドリの主な生息  
環境であると述べている。しかし．今回の覇潔から  

みるかぎり，北海道の森林におけるこれら2種の生  

息状況払 本州と異なっているといえる。コムクド  

リとムクドリはサハリンでも少数繁殖するが（Nechaev  

1991），北鱒道はこれらの繁殖分布の北限に近いぅも  

ともとコムクドリとムクドリは平野部の農耕地で，  

樹木のあ争ような環頻に生息する穫で森林には少な  
舟絹億1965）。北海道の森林でこれら2種の出現  

率が低くなったのは，森林より．開けた魔境に生息す  

るという生息環境養沢の傾向が繁殖分布北限に近い  
北海道でさらにはっきり現れたためと考えられる。   

垂直分布では両極とも榛高4帥m以下に生息してい  

た。本州中部における種直分布ではコムクドリが  

即0～1，580m，ムクドリが700Ⅰ¶である（Brazil1991）。 

このような違いは，一つには主な生息環境である農  

耕地・林や農耕地が魅曙掛こあ考ためで，もう一つ  

は北海適が本州よ∨り高緯度にあるために垂直分布帝  
が低くなること8こよるもので，後者のような例はカ  

ケスなど北海道の多くの鳥類に共通して見られる特  
徴である（藤巻1髄氾，Ⅰ997）。   

以上に述べたように，北海道に捌ナるコムクドリ  

とムクドリの生息環境は主に農耕地域で，→部住宅  

地も含む坑 これら三2穫は平野部め森練を除くと森  

林にはばどんど生息し尊い。衷た，ノ農耕地では，コ  

ム祭ドリ′は樹木のなし）環境にはあまり令息しなもa苺  

に対し，ムクドリは樹禾のない環境にゐ生息し霊お  

り，このような環嘩‾ごはコムグド1プとょタ野ジ巧生  

息状況に凄いが見らすしくる申また，似た擾ぅな生患塀  

況の違いは都市部で、も見られ コムタドリよりム彦  

ドリの方が広い範囲登牽点し，生息数塾多い．隠  
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